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令
和
６
年
第
４
回
５
月
臨
時
会
が
５
月
１
日
開
催
さ
れ
、
専
決
処
分
や
補

正
予
算
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
５
回
津
和
野
町
議
会
６
月
定
例
会
が
、
令
和
６
年
６
月
７
日
に

招
集
さ
れ
ま
し
た
。（
会
期
は
１４
日
ま
で
）

　

条
例
の
一
部
改
正
の
承
認
や
、
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
を
は
じ

め
と
す
る
補
正
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正
、
売
買
契
約
な
ど
を
議
案
を
審
議

し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
の
審
議
で
は
、
予
算
の
内
、
伝
建
防
災

施
設
の
用
地
購
入
費
や
賃
貸
借
移
転
補
償
金
に
つ
い
て
「
議
論
は
尽
く
さ
れ

て
い
な
い
」
と
の
理
由
か
ら
横
山
議
員
、
大
江
議
員
、
田
中
議
員
か
ら
修
正

動
議
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

修
正
動
議
は
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
、
伝
建
防
災
施
設
用
地
購
入
費
な
ど

の
３
７
１
６
万
５
千
円
を
予
備
費
に
振
り
替
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
修
正
部

分
以
外
の
予
算
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。（
Ｐ
１５
賛
否
表
参
照
）

～修正動議可決　伝建地区防災施設の
用地等購入予算を～

令和６年度津和野町一般会計補正予算（第１号）
歳入歳出それぞれ、1億 1550万円追加し、総額91億 6050万円とするもの

令和６年度津和野町一般会計補正予算（第２号）
 歳入歳出それぞれ、３億1898万円追加し、総額93億 6398万円とするもの

(千円以下切捨）

(千円以下切捨）

令和６年度津和野町一般会計補正予算（第２号）に対する修正動議

（提案理由）伝統的建造物保存事業の計3716万５千円について、議論はつくされて

おらず、まだまだ検討の余地があり、現時点での予算化は時期尚早で納得いくもので

はない。よって予算の一部を予備費に振り替える修正をするものである。

（修正に反対の意見）説明会参加者が０人でも、教育委員会は当該地区の自治会長や商
店会長に説明している。購入費の額や場所については、審議会が答申したことに疑義

が無い限り答申は尊重すべき。議論は尽くされていないというが、議会は今開催中。な

らば会期延期してでも議論すべきでは。購入費は不動産鑑定されている。行政からの

値下げ要求はダンピングだ。

（修正に賛成の意見）審議会でどのような意見があったのか聞いていない。住民の声を
もっと聴くべき。防火用水は必要だが、防災施設は必要ない。場所を代えるべき。用地

購入費用をもっと安くするべき。

　主な事業
町道北斗台線の工事請負費 1億1550万円

　主な財源
緊急自然災害防止対策事業債 1億1550万円

　主な事業
・本庁舎３階施設整備工事費 4000万円
・旧日原保育園跡地整備工事 4523万円
・物価高騰対策重点支援給付金支給事業補助金 6933万円
・認定農業者機械等整備事業補助金 427万円
・中規模農業者農業用機械導入支援事業補助金 200万円
・個別商業包括的支援事業補助金 150万円
・体験型ガイドツアー委託料 220万円
・JRこ線橋橋梁点検負担金 1141万円
・伝建防災施設の用地購入費 3200万円
・伝建防災施設賃貸借移転補償金 390万円
・町道猪ノ谷線道路災害復旧工事費 3300万円

　主な財源
・特別交付税 1300万円
・観光リフト使用料 112万円
・国庫支出金 8121万円
・県支出金  1044万円
・財政調整基金繰入金 7500万円
・町債  1億2610万円
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（
令
和
６
年
５
月
１
日
臨
時
会
）

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

◎
津
和
野
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

◎
津
和
野
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
高
付
加
価
値
事
業
旧
石
州
館
等
解

体
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

金
額 

２
億
８
８
３
万
５
千
円

完
成 

令
和
６
年
１２
月
２５
日

一
般
競
争
入
札 

㈱
栗
栖
組

（
令
和
６
年
６
月
定
例
会
）

◎
津
和
野
町
借
上
賃
貸
住
宅
管
理

条
例
の
一
部
改
正

◎
津
和
野
町
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

◎
津
和
野
町
医
療
従
事
者
住
宅
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

●
津
和
野
庁
舎
耐
震
補
強
・
改
修
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

金
額 

４
億
３
８
９
０
万
円

完
成 

令
和
８
年
３
月
３１
日

一
般
競
争
入
札 

大
畑
建
設
㈱

●
令
和
６
年
度
町
道
北
斗
台
線
緊
急

法
面
対
策
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

金
額 
９
９
０
０
万
円

完
成 

令
和
７
年
３
月
３１
日

随
意
契
約 

㈱
日
成
建
設

●
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
軽
積
載
車
の

取
得
に
つ
い
て

金
額 

７
６
４
万
５
千
円

納
入 

令
和
７
年
３
月
３１
日

指
名
競
争
入
札 

㈱
吉
谷

●
令
和
６
年
度
津
和
野
町
町
営
バ
ス

車
両
の
取
得
に
つ
い
て

金
額 

９
５
２
万
１
３
３
０
円

納
入 

令
和
７
年
３
月
３１
日

指
名
競
争
入
札 

㈲
日
栄
産
業

●
令
和
６
年
度
津
和
野
町
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
取
得
に
つ
い
て

金
額 

１
１
２
０
万
７
６
７
０
円

納
入 

令
和
７
年
３
月
３１
日

指
名
競
争
入
札

 

ハ
シ
モ
ト
自
動
車
工
業
㈲

●
訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
引
き
下

げ
撤
回
と
、
介
護
報
酬
引
き
上
げ

改
訂
を
早
急
に
行
う
こ
と
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

【
請
願
者
】

島
根
県
自
治
体
労
働
組
合
総
連
合

（
し
ま
ね
自
治
労
連
）

 

執
行
委
員
長

紹
介
議
員 

横
山　

元
志

 

大
江　
　

梨

全
員
賛
成
で
採
択

意
見
書
と
し
て
国
、
関
係
機
関
に

提
出

条

例

改

正

条

例

改

正

契
約
の
締
結

契
約
の
締
結
と
変
更

請
　

願

表紙の写真：
　令和６年６月 16 日竣工　益田広
域消防本部新庁舎。
　益田市・津和野町・吉賀町の
消防・救急・救助の拠点施設で
安心・安全を担う。

下↓の写真：
　デザインタイトルアートを施した遮
蔽壁。
　デザインは益田翔陽高等学校・津
和野高等学校・吉賀高等学校の美術
部が共同で制作。デザインコンセプ
トは益田広域圏のシンボル 高津川。

借上賃貸住宅のフォレスト借上賃貸住宅のフォレスト
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Q 防災士連絡協議会の設立の
　 見通しは
A まずは防災士の所在の把握をする

　

３
月
定
例
議
会
に
て

同
僚
議
員
の
質
問
で
防

災
士
の
連
絡
会
等
の
必
要
性
が
あ

り
、
答
弁
が
「
防
災
士
の
意
向
な

ど
踏
ま
え
て
検
討
す
る
」
と
の
こ

と
だ
っ
た
が
、
検
討
の
進
捗
状
況

は
。

町
長　

組
織
の
体
制
や
運
営
方

法
、
行
政
の
関
わ
り
方
、
活
動
の

課
題
な
ど
県
内
他
市
町
村
の
取
組

み
を
把
握
し
、
ま
ず
は
こ
れ
ら
を

参
考
に
検
討
の
う
え
可
能
な
限

り
、
防
災
士
の
方
々
の
意
向
を
確

認
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　

防
災
士
の
方
々
は
熱

量
の
高
い
方
が
多
く
、
一

度
連
絡
協
議
会
の
よ
う
な
も
の
を

作
っ
て
し
ま
え
ば
、
自
ら
動
き
出

し
て
く
れ
る
と
考
え
る
。
し
か
し

防
災
士
の
方
々
は
ど
こ
の
誰
が
防

災
士
な
の
か
知
る
術
は
な
い
。
そ

れ
を
知
る
た
め
に
も
、
ま
ず
意
見

交
換
会
く
ら
い
は
必
要
で
は
な
い

か
。

町
長　

町
と
し
て
も
把
握
は
出
来

て
な
い
、
日
本
防
災
士
機
構
に
聞

い
て
も
個
人
情
報
等
の
観
点
か
ら

教
え
て
は
く
れ
な
い
の
で
は
な
い

か
。

　

行
政
機
関
が
、
そ
れ

以
外
の
目
的
で
そ
の
情
報

を
使
わ
な
い
の
で
あ
れ
ば
教
え
て

く
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
ず
聞

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　

必
要
だ
と
思
え
ば
聞
く
。

　

必
要
だ
と
思
え
ば
で

は
な
い
、
必
要
だ
。
ひ

と
ま
ず
お
伺
い
し
て
お
い
て
、
そ

の
後
正
式
文
書
を
出
す
く
ら
い
は

で
き
な
い
か
。

町
長　

で
き
る
だ
け
早
く
聞
く
。

　

で
き
る
だ
け
と
は
い
つ

ま
で
か
。

町
長　

具
体
的
な
日
に
ち
を
示

す
こ
と
は
で
き
な
い
が
で
き
る
だ

け
早
く
聞
く
。

　

多
忙
も
わ
か
る
が
、

お
お
よ
そ
で
も
日
に
ち

を
示
せ
な
い
か
。

町
長　

６
月
定
例
議
会
後
に
は
聞

く
。

　

自
主
防
災
組
織
の
結

成
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
い
、

結
成
し
て
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
で
あ

る
。
結
成
し
て
か
ら
防
災
学
習
・

訓
練
な
ど
災
害
に
備
え
る
の
が
目

的
で
あ
る
が
、
設
立
後
、
町
は
ど

の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
。

町
長　

自
主
防
災
組
織
は
自
助
・

共
助
に
な
る
の
で
、
行
政
と
し
て

は
研
修
会
な
ど
の
参
加
や
相
談
を

受
け
る
な
ど
で
繋
が
り
を
持
つ
。

　

災
害
備
蓄
は
分
散
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
、
家
庭
備
蓄
を
普
及
促
進
し
て

い
く
べ
き
で
あ
る
。
共
助
と
し
て

自
治
会
館
や
公
助
と
し
て
公
民
館

や
避
難
所
に
で
き
る
だ
け
分
散
し

て
備
蓄
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

町
長　

分
散
で
き
る
も
の
は
分
散

す
る
の
が
望
ま
し
い
が
、
食
品
等
、

賞
味
期
限
の
あ
る
も
の
は
一
括
管

理
の
必
要
が
あ
る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
家
庭
備

蓄
が
有
効
と
考
え
る
。

賞
味
期
限
の
あ
る
も
の
に
至
っ
て

も
、
家
庭
な
ら
、
切
れ
る
前
に
消

費
し
、
補
充
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

一
括
管
理
し
た
も
の
は
、
賞
味
期

限
が
切
れ
た
ら
廃
棄
す
る
し
か
な

い
の
で
、
や
は
り
家
庭
備
蓄
を
普

及
促
進
し
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
。

町
長　

限
ら
れ
た
予
算
で
や
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
難

し
い
。

　

家
庭
備
蓄
な
ら
限
ら

れ
た
予
算
を
使
う
こ
と

も
な
く
、
個
々
に
合
っ
た
も
の
が

備
蓄
で
き
る
。

　

合
わ
せ
て
、
生
理
用
品
や
紙
お

む
つ
、
ま
た
粉
ミ
ル
ク
等
も
備
蓄

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
し
て
、

粉
ミ
ル
ク
だ
け
あ
っ
て
も
、
お
湯

が
沸
か
せ
な
け
れ
ば
飲
む
こ
と
は

で
き
な
い
、
お
湯
の
沸
か
せ
る
も

の
は
備
蓄
し
て
い
る
か
。

町
長　

改
め
て
備
蓄
品
の
確
認
を

し
た
い
。

　

生
理
用
品
は
４
３
０
枚
あ
る
。

　

生
理
用
品
は
配
布
す

る
と
受
け
取
り
に
く
い
、

平
時
か
ら
ト
イ
レ
に
常
備
し
て
お

け
な
い
か
。

町
長　

考
慮
し
て
い
き
た
い
。

　

公
衆
ト
イ
レ
は
必
要
以

上
に
キ
レ
イ
に
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
、
予
算
を
割
い

て
で
も
、
今
以
上
に
キ
レ
イ
に
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

町
長　

ト
イ
レ
掃
除
の
重
要
性
は

私
自
身
も
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
従
事
し
て
い
る
方
の
考
え

方
も
配
慮
し
つ
つ
で
き
る
だ
け
キ

レ
イ
な
ト
イ
レ
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
努
め
た
い
。

　

と
こ
ろ
に
よ
り
多
目
的
ト
イ
レ

が
障
が
い
者
の
方
に
と
っ

て
使
用
し
に
く
い
と
こ
ろ

が
あ
る
と
聞
く
。
障
が
い
者
の
方

た
ち
と
状
況
の
確
認
は
で
き
な
い

か
。

町
長　

当
事
者
の
方
の
意
見
を
お

聴
き
し
な
が
ら
対
応
で
き
る
こ
と

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

Ｑ 

町
内
の
公
衆
ト
イ
レ
の
管
理
は
、
何
箇
所
を

　
　

何
社
何
人
で
行
わ
れ
て
い
る
か

Ａ 

業
者
が
２
社
で
４
カ
所
、
地
元
が
７
カ
所
、
職
員
が
12
カ
所

町政を問う一 般 質 問

横山 元志 議員
よこ やま もと し
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Q 消防操法訓練場整備・運転
　 免許取得の補助は
A　町消防団総合整備計画の見直しで
　検討する

　

消
防
操
法
訓
練
場
の

整
備
。

　

消
防
団
は
火
災
・
水
害
時
等
に

出
動
す
る
町
内
最
大
の
活
動
団

体
。

　

地
区
に
密
着
し
、
住
民
の
安
心

安
全
を
守
る
重
要
な
役
割
を
担

う
。

　

現
在
、
町
内
２
か
所
の
消
防
操

法
訓
練
場
は
使
用
で
き
な
い
状

況
。

　

消
防
操
法
訓
練
場
は
県
消
防

操
法
大
会
出
場
を
抜
き
に
し
て
も

必
要
な
施
設
。

　

団
員
が
ポ
ン
プ
操
作
、
ホ
ー
ス

の
巻
き
方
延
ば
し
方
、
筒
先
操
作

な
ど
の
基
礎
を
習
得
し
な
い
と
火

災
現
場
に
駆
け
つ
け
て
も
活
動
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

消
防
団
に
と
っ
て
操
法
訓
練
場

は
必
要
不
可
欠
な
施
設
。

　
「
道
の
駅
な
ご
み
の
里
」
下
の

町
有
地
を
消
防
操
法
訓
練
場
に

整
備
を
。

町
長　

第
３
次
町
消
防
団
総
合

整
備
計
画
見
直
し
の
年
。
今
後
、

見
直
し
の
協
議
検
討
で
町
に
お
け

る
操
法
の
在
り
方
や
訓
練
場
整
備

に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

　

準
中
型
等
自
動
車
免

許
取
得
補
助
。

　

２
０
１
７
（
平
成
２９
）
年
３
月

１２
日
以
降
の
普
通
免
許
取
得
者
は

総
重
量
３
・
５
ト
ン
未
満
の
運
転

と
な
り
、
３
・
５
ト
ン
以
上
の
ポ

ン
プ
車
が
運
転
で
き
な
い
。

　

災
害
時
、
団
員
が
消
防
詰
所
に

集
合
し
て
も
消
防
車
両
が
出
動
で

き
な
い
事
態
が
今
後
想
定
さ
れ

る
。

　

消
防
団
員
の
準
中
型
車
免
許
の

取
得
や
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
限
定
免

許
か
ら
マ
ニ
ュ
ア
ル
免
許
取
得
に
対

す
る
公
費
補
助
金
制
度
が
創
設
さ

れ
て
い
る
。

　

市
町
村
が
消
防
団
員
の
準
中
型

車
免
許
等
の
取
得
の
助
成
を
し
た

場
合
、
助
成
額
の
２
分
の
１
に
対

し
て
特
別
交
付
税
措
置
を
講
じ
て

い
る
。

　

消
防
団
員
の
準
中
型
車
自
動
車

免
許
等
の
取
得
費
用
に
対
す
る
公

費
助
成
制
度
を
創
設
し
て
は
ど
う

か
。

町
長　

準
中
型
車
運
転
免
許
等
の

取
得
の
助
成
は
他
の
事
例
を
参
考

に
検
討
。

　
「
な
ご
み
の
里
」
の
第

３
セ
ク
タ
ー
津
和
野
開

発
か
ら
三
保
電
機
㈱
へ
の
業
務
引

継
ぎ
は
。

　

三
保
電
機
㈱
の
幹
部
の
方
が
外

資
系
ホ
テ
ル
が
建
つ
こ
と
、
泊
食

分
離
の
ホ
テ
ル
で
あ
る
こ
と
も
知

ら
な
い
。

　

こ
の
こ
と
は
外
資
系
ホ
テ
ル
の

進
出
が
確
定
し
た
の
ち
協
議
さ
れ

る
の
か
。

町
長　

進
出
は
公
に
発
表
し
て
い

な
い
、
進
出
が
確
定
の
際
に
は
公

表
し
、
協
議
を
行
う
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

（
以
下
Ｇ
Ｇ
）
場
管
理
の

引
継
ぎ
は
。
運
営
交
代
の
４
月
以

降
１
度
も
芝
刈
り
を
し
て
い
な
い
。

　

な
ご
み
の
里
の
Ｇ
Ｇ
場
の
草
は

伸
び
放
題
、
シ
ル
ク
ウ
エ
イ
の
Ｇ

Ｇ
場
は
造
園
会
社
に
委
託
し
綺
麗

に
管
理
さ
れ
て
い
る
。

　

町
が
設
置
し
た
Ｇ
Ｇ
場
の
施
設

管
理
で
大
き
な
差
が
あ
る
。

　

な
ご
み
の
里
Ｇ
Ｇ
場
管
理
は
町

で
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

Ｇ
Ｇ
場
と
歩
道
の
区
切
り
に
色

あ
せ
た
ト
ラ
ロ
ー
プ
が
鉄
杭
で
仕

切
ら
れ
て
い
る
。

　

多
く
の
観
光
客
が
通
行
す
る
場

所
で
あ
り
、
観
光
津
和
野
の
イ

メ
ー
ジ
低
下
が
大
き
い
。
三
保
電

機
㈱
に
経
営
移
行
ま
で
に
対
処
す

る
べ
き
で
は
。

町
長　

Ｇ
Ｇ
場
管
理
全
般
に
つ
い

て
三
保
電
機
㈱
が
外
部
に
委
託
を

し
な
が
ら
景
観
の
保
持
に
努
め
る

こ
と
を
確
認
。

　

町
内
の
主
な
行
事
を

前
日
に
告
知
端
末
放
送

が
で
き
な
い
か
。

　

告
知
端
末
放
送
の
「
熊
情
報
」

「
お
悔
み
情
報
」
な
ど
は
多
く
の

町
民
の
方
が
聞
い
て
い
る
。

　

各
種
行
事
に
見
物
者
が
増
え
る

こ
と
で
活
性
化
に
繋
が
る
の
で
は

な
い
か
。　

町
広
報
誌
や
新
聞
チ
ラ

シ
も
あ
る
が
、
主
な
行
事
は
前
日

の
告
知
端
末
放
送
が
有
効
で
は
。

　

見
物
客
増
で
各
種
行
事
の
継
承

の
励
み
に
繋
が
る
も
の
と
信
ず
る
。

町
長　

情
報
の
必
要
性
や
時
期
を

検
討
し
放
送
す
る
こ
と
で
、
よ
り

効
果
的
な
情
報
発
信
に
努
め
た
い
。

　

告
知
端
末
放
送
は
自
治
会
・
学

校
単
位
で
も
放
送
で
き
る
。
地
域

の
行
事
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
手
段
と
し

て
有
効
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ 

「
な
ご
み
の
里
」
運
営
引
継
ぎ
は

Ａ 

管
理
業
務
は
指
定
管
理
者
に
一
任

Ｑ 

主
な
行
事
は
告
知
端
末
放
送
を
活
用

Ａ 

有
効
な
情
報
発
信
に
努
め
る

一 般 質 問町政を問う

米澤 文 議員
よねざわ ひろふみ

可
搬
消
防
ポ
ン
プ
積
載
車

可
搬
消
防
ポ
ン
プ
積
載
車

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

総重量３.５t 以上
マニュアル準中型免許必要
総重量３.５t 以上
マニュアル準中型免許必要

総重量３.５t 以下　オートマチック
限定普通免許運転可能車両もある
総重量３.５t 以下　オートマチック
限定普通免許運転可能車両もある

し
も
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Q 消防操法訓練場整備・運転
　 免許取得の補助は
A　町消防団総合整備計画の見直しで
　検討する

　

消
防
操
法
訓
練
場
の

整
備
。

　

消
防
団
は
火
災
・
水
害
時
等
に

出
動
す
る
町
内
最
大
の
活
動
団

体
。

　

地
区
に
密
着
し
、
住
民
の
安
心

安
全
を
守
る
重
要
な
役
割
を
担

う
。

　

現
在
、
町
内
２
か
所
の
消
防
操

法
訓
練
場
は
使
用
で
き
な
い
状

況
。

　

消
防
操
法
訓
練
場
は
県
消
防

操
法
大
会
出
場
を
抜
き
に
し
て
も

必
要
な
施
設
。

　

団
員
が
ポ
ン
プ
操
作
、
ホ
ー
ス

の
巻
き
方
延
ば
し
方
、
筒
先
操
作

な
ど
の
基
礎
を
習
得
し
な
い
と
火

災
現
場
に
駆
け
つ
け
て
も
活
動
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

消
防
団
に
と
っ
て
操
法
訓
練
場

は
必
要
不
可
欠
な
施
設
。

　
「
道
の
駅
な
ご
み
の
里
」
下
の

町
有
地
を
消
防
操
法
訓
練
場
に

整
備
を
。

町
長　

第
３
次
町
消
防
団
総
合

整
備
計
画
見
直
し
の
年
。
今
後
、

見
直
し
の
協
議
検
討
で
町
に
お
け

る
操
法
の
在
り
方
や
訓
練
場
整
備

に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

　

準
中
型
等
自
動
車
免

許
取
得
補
助
。

　

２
０
１
７
（
平
成
２９
）
年
３
月

１２
日
以
降
の
普
通
免
許
取
得
者
は

総
重
量
３
・
５
ト
ン
未
満
の
運
転

と
な
り
、
３
・
５
ト
ン
以
上
の
ポ

ン
プ
車
が
運
転
で
き
な
い
。

　

災
害
時
、
団
員
が
消
防
詰
所
に

集
合
し
て
も
消
防
車
両
が
出
動
で

き
な
い
事
態
が
今
後
想
定
さ
れ

る
。

　

消
防
団
員
の
準
中
型
車
免
許
の

取
得
や
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
限
定
免

許
か
ら
マ
ニ
ュ
ア
ル
免
許
取
得
に
対

す
る
公
費
補
助
金
制
度
が
創
設
さ

れ
て
い
る
。

　

市
町
村
が
消
防
団
員
の
準
中
型

車
免
許
等
の
取
得
の
助
成
を
し
た

場
合
、
助
成
額
の
２
分
の
１
に
対

し
て
特
別
交
付
税
措
置
を
講
じ
て

い
る
。

　

消
防
団
員
の
準
中
型
車
自
動
車

免
許
等
の
取
得
費
用
に
対
す
る
公

費
助
成
制
度
を
創
設
し
て
は
ど
う

か
。

町
長　

準
中
型
車
運
転
免
許
等
の

取
得
の
助
成
は
他
の
事
例
を
参
考

に
検
討
。

　
「
な
ご
み
の
里
」
の
第

３
セ
ク
タ
ー
津
和
野
開

発
か
ら
三
保
電
機
㈱
へ
の
業
務
引

継
ぎ
は
。

　

三
保
電
機
㈱
の
幹
部
の
方
が
外

資
系
ホ
テ
ル
が
建
つ
こ
と
、
泊
食

分
離
の
ホ
テ
ル
で
あ
る
こ
と
も
知

ら
な
い
。

　

こ
の
こ
と
は
外
資
系
ホ
テ
ル
の

進
出
が
確
定
し
た
の
ち
協
議
さ
れ

る
の
か
。

町
長　

進
出
は
公
に
発
表
し
て
い

な
い
、
進
出
が
確
定
の
際
に
は
公

表
し
、
協
議
を
行
う
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

（
以
下
Ｇ
Ｇ
）
場
管
理
の

引
継
ぎ
は
。
運
営
交
代
の
４
月
以

降
１
度
も
芝
刈
り
を
し
て
い
な
い
。

　

な
ご
み
の
里
の
Ｇ
Ｇ
場
の
草
は

伸
び
放
題
、
シ
ル
ク
ウ
エ
イ
の
Ｇ

Ｇ
場
は
造
園
会
社
に
委
託
し
綺
麗

に
管
理
さ
れ
て
い
る
。

　

町
が
設
置
し
た
Ｇ
Ｇ
場
の
施
設

管
理
で
大
き
な
差
が
あ
る
。

　

な
ご
み
の
里
Ｇ
Ｇ
場
管
理
は
町

で
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

Ｇ
Ｇ
場
と
歩
道
の
区
切
り
に
色

あ
せ
た
ト
ラ
ロ
ー
プ
が
鉄
杭
で
仕

切
ら
れ
て
い
る
。

　

多
く
の
観
光
客
が
通
行
す
る
場

所
で
あ
り
、
観
光
津
和
野
の
イ

メ
ー
ジ
低
下
が
大
き
い
。
三
保
電

機
㈱
に
経
営
移
行
ま
で
に
対
処
す

る
べ
き
で
は
。

町
長　

Ｇ
Ｇ
場
管
理
全
般
に
つ
い

て
三
保
電
機
㈱
が
外
部
に
委
託
を

し
な
が
ら
景
観
の
保
持
に
努
め
る

こ
と
を
確
認
。

　

町
内
の
主
な
行
事
を

前
日
に
告
知
端
末
放
送

が
で
き
な
い
か
。

　

告
知
端
末
放
送
の
「
熊
情
報
」

「
お
悔
み
情
報
」
な
ど
は
多
く
の

町
民
の
方
が
聞
い
て
い
る
。

　

各
種
行
事
に
見
物
者
が
増
え
る

こ
と
で
活
性
化
に
繋
が
る
の
で
は

な
い
か
。　

町
広
報
誌
や
新
聞
チ
ラ

シ
も
あ
る
が
、
主
な
行
事
は
前
日

の
告
知
端
末
放
送
が
有
効
で
は
。

　

見
物
客
増
で
各
種
行
事
の
継
承

の
励
み
に
繋
が
る
も
の
と
信
ず
る
。

町
長　

情
報
の
必
要
性
や
時
期
を

検
討
し
放
送
す
る
こ
と
で
、
よ
り

効
果
的
な
情
報
発
信
に
努
め
た
い
。

　

告
知
端
末
放
送
は
自
治
会
・
学

校
単
位
で
も
放
送
で
き
る
。
地
域

の
行
事
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
手
段
と
し

て
有
効
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ 

「
な
ご
み
の
里
」
運
営
引
継
ぎ
は

Ａ 

管
理
業
務
は
指
定
管
理
者
に
一
任

Ｑ 

主
な
行
事
は
告
知
端
末
放
送
を
活
用

Ａ 

有
効
な
情
報
発
信
に
努
め
る

一 般 質 問町政を問う

米澤 文 議員
よねざわ ひろふみ

可
搬
消
防
ポ
ン
プ
積
載
車

可
搬
消
防
ポ
ン
プ
積
載
車

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

総重量３.５t 以上
マニュアル準中型免許必要
総重量３.５t 以上
マニュアル準中型免許必要

総重量３.５t 以下　オートマチック
限定普通免許運転可能車両もある
総重量３.５t 以下　オートマチック
限定普通免許運転可能車両もある

し
も
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Q 公共工事の入札について

A 胸を張って正常な入札である
　といえる

　

町
長
就
任
以
来
、
こ
こ

十
数
年
来
１
億
円
以
上

の
建
築
工
事
が
、
町
内
３
社
し
か

い
な
い
状
況
で
繰
り
返
し
入
札
が

行
わ
れ
、
全
く
競
争
原
理
が
働
か

ず
、
予
定
価
格
に
対
し
99
％
以
上

の
落
札
率
が
大
半
で
あ
る
。

　

せ
め
て
、
益
田
圏
域
ま
で
入
札

業
者
を
求
め
て
、
町
が
実
施
す
る

入
札
で
、
町
民
の
貴
重
な
税
金
を

原
資
に
公
共
工
事
を
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
透
明
性
、
公
平
性
の
あ
る

制
度
に
何
故
改
め
ら
れ
な
い
の

か
、
そ
の
理
由
は
。

町
長　

総
務
省
や
国
交
省
の
指
針

を
参
考
に
、
町
内
事
業
者
の
受
注

機
会
の
確
保
を
図
る
た
め
、
津
和

野
町
建
設
工
事
等
入
札
参
加
者
等

選
定
要
綱
を
定
め
て
お
り
、
町
内

業
者
を
優
先
し
実
施
し
て
い
る
。

　

建
設
と
土
木
工
事
の
落
札
率
を

同
列
に
す
る
こ
と
は
現
実
的
で
な

く
、
落
札
率
が
下
が
る
こ
と
は
あ

り
え
な
い
。

　

従
っ
て
こ
れ
ま
で
の
入
札
で
多

く
の
財
源
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
は

現
実
的
で
は
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
の
入
札
は
正
常
で
あ

る
と
考
え
る
。

　

透
明
性
、
公
平
性
に

全
く
欠
け
納
得
で
き
な

い
、
議
会
と
し
て
の
指
摘
を
聞
く

耳
が
な
い
と
感
じ
た
、
あ
と
は
町

民
が
判
断
を
す
る
し
か
な
い
。

町
長　

町
民
か
ら
は
、
一
度
も
指

摘
を
受
け
た
こ
と
は
な
い
。
胸
を

張
っ
て
正
常
な
入
札
で
あ
る
と
い

え
る
。

　

我
が
津
和
野
町
は
、

10
年
前
の
日
本
創
成
会

議
が
発
表
し
た
消
滅
可
能
性
自
治

体
、
県
下
19
市
町
村
の
中
で
ほ
と

ん
ど
の
16
の
市
町
村
が
該
当
す
る

と
発
表
さ
れ
、大
変
な
こ
と
に
な
っ

た
な
と
の
思
い
で
あ
っ
た
が
、
今

回
は
そ
の
う
ち
12
の
市
町
村
は
、

懸
命
な
努
力
を
さ
れ
脱
却
、
不

名
誉
に
も
我
が
町
は
残
り
の
４
市

町
の
筆
頭
格
に
ラ
ン
ク
付
け
さ

れ
、
多
く
の
町
民
が
シ
ョ
ッ
ク
と

不
安
を
抱
い
た
こ
と
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
対
処
す

る
覚
悟
か
。

　

マ
ス
コ
ミ
の
報
道
が
あ
っ
て
動
揺

が
冷
め
き
ら
ぬ
最
中
、
町
長
は
議

会
の
議
長
を
伴
っ
て
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
千
姫
の
実
現
の
た
め
、
茨

木
県
常
総
市
に
出
掛
け
ら
れ
て
い

る
。

　

町
が
持
続
可
能
な
自
治
体
と
し

て
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大

事
な
時
期
と
思
う
が
、
緊
張
感
が

少
し
も
感
じ
ら
れ
な
い
。

　

緊
急
に
役
場
内
幹
部
会
を
開

催
し
、
対
策
を
検
討
す
る
と
か
議

会
に
も
相
談
を
す
る
と
か
、
我
々

議
員
が
本
日
質
問
で
話
題
に
す
る

ま
で
、
町
長
か
ら
は
何
の
報
告
も

な
い
と
い
う
こ
と
は
、
大
き
な
問

題
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

　

町
長
任
期
も
残
り
一
年
数
カ
月

と
な
っ
た
が
、
起
死
回
生
の
策
が

あ
る
の
か
。

町
長　

こ
れ
ま
で
、
定
住
・
少
子

化
対
策
に
懸
命
に
取
り
組
ん
で
き

た
が
、
こ
の
よ
う
な
結
果
で
残
念

で
あ
る
。
町
民
の
皆
様
に
は
心
か

ら
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

　

ま
た
多
く
の
識
者
の
方
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
や
は
り
国

で
直
接
的
に
対
策
を
講
じ
て
い
た

だ
き
た
い
気
持
ち
で
あ
る
。

　

町
長
４
期
目
と
い
う
長
期
に
及

ん
で
い
る
私
に
と
っ
て
、
い
か
な
る

言
い
訳
も
で
き
る
も
の
で
は
な
い

と
受
け
止
め
て
い
る
。

　

過
度
に
悲
観
的
に
な
ら
ず
、
引

き
続
き
人
口
減
少
対
策
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
く
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
誘
致
に

つ
い
て
は
、
議
会
の
了
解
を
頂
い

て
い
る
。

Ｑ 

消
滅
可
能
性
自
治
体
か
ら
の
脱
却
策
は

Ａ 

国
で
直
接
的
に
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
気
持
ち
で
あ
る

町政を問う一 般 質 問

沖田 　守 議員
おき た まもる
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Q 小中学校以外への給食提供は

A 今年から夏季休業中の放課後児童
　クラブへの供給開始

　

町
民
か
ら
各
課
に
要

望
等
が
あ
っ
た
場
合
、
ど

の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る
の

か
。

町
長　

緊
急
性
や
重
要
性
や
地
域

均
衡
等
を
考
慮
し
た
上
で
の
対
応

が
必
要
で
あ
る
。

　
「
要
望
を
し
た
後
、
返

答
が
な
い
が
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
」
と
の
声
が
あ
る
。
具

体
的
な
処
理
の
方
法
は
。

町
長　

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、

地
域
の
総
意
の
要
望
で
あ
る
こ
と

が
大
原
則
で
あ
る
。

　

過
去
に
も
「
回
答
が
な
い
」
と

い
う
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
心
掛
け

て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。
そ
れ
で

も
こ
の
よ
う
な
声
が
上
が
っ
た
こ

と
は
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ

て
い
る
。

　

今
後
は
、
職
員
の
異
動
や
退
職

な
ど
で
も
要
望
が
埋
も
れ
て
し
ま

わ
な
い
よ
う
に
、
技
術
的
に
要
望

等
を
電
子
保
存
な
ど
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
の
で
検

討
し
た
い
。

　

水
道
料
金
値
上
げ
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

町
長　

２
０
２
５
（
令
和
７
）
年

４
月
１
日
よ
り
15
％
の
値
上
げ
、

26
（
令
和
８
）
年
に
15
％
、27
（
令

和
）
９
年
に
10
％
の
段
階
的
な
引

き
上
げ
を
検
討
し
て
い
る
。

　

例
を
あ
げ
る
と
一
般
家
庭
、
水

道
口
径
13
ミ
リ
で
月
20
㎥
を
使
用

し
た
場
合
、
図
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

９
月
に
関
連
議
案
の
上
程
を

し
、
議
会
が
承
認
し
た
後
に
、
料

金
改
定
の
周
知
や
住
民
説
明
を
検

討
し
て
い
る
。

　

水
道
管
路
の
末
端
に

あ
る
地
区
で
は
、
水
圧

が
低
く
、
時
間
に
よ
っ
て
は
２
階

の
水
が
使
え
て
な
い
状
態
で
あ

る
。
こ
の
状
態
で
の
値
上
げ
に
対

し
納
得
さ
れ
て
い
な
い
。

町
長　

当
該
地
域
に
は
早
急
に
対

応
す
る
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

小
中
学
校
以
外
へ
の
給
食

提
供
は
。

教
育
長　

今
年
か
ら
夏
季
休
業
中

の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
供
給

を
予
定
し
て
い
る
。

　

高
校
等
へ
の
給
食
の
提

供
は
。

教
育
長　

補
助
金
の
適
正
化
の
法

律
に
お
い
て
も
、
承
認
を
得
れ
ば

可
能
で
あ
る
の
で
、
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
。

　

町
営
住
宅
に
住
ん
で

い
た
方
が
、
月
額
家
賃

が
約
８
万
円
に
な
り
町
外
へ
転
居

さ
れ
た
。

　

津
和
野
町
民
間
賃
貸
住
宅
建

設
（
改
修
）
事
業
で
整
備
さ
れ

た
住
宅
は
、
月
額
家
賃
は
３
万
円

以
下
で
貸
し
出
さ
れ
て
い
る
。

　

町
営
住
宅
の
家
賃
は
近
傍
同
種

の
住
宅
の
家
賃
以
下
で
は
な
い
の

か
。

町
長　

近
隣
市
町
を
調
査
し
た
。

　

町
営
住
宅
月
額
家
賃

８
万
円
は
安
い
か
、
高
い

か
。

町
長　

高
い
と
思
う
。

　

片
方
で
は
３
万
円
以

下
で
住
民
を
増
や
そ
う

と
し
、
片
方
で
は
公
営
住
宅
法
に

よ
り
高
い
家
賃
で
人
が
出
て
い

く
、
お
か
し
い
。

　

何
か
し
ら
の
解
決
策
は
な
い

か
。

町
長　

公
営
住
宅
法
の
縛
り
が
あ

る
が
、
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

見
直
し
を
機
会
に
、
こ
の
町
に
住

ん
で
も
ら
う
施
策
を
展
開
し
た

い
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
対
策
を
実
施

し
て
い
る
中
で
、
今
回
の
高
額
家

賃
を
認
識
し
た
と
き
に
「
課
題
」

と
し
て
全
職
員
含
め
て
問
題
意
識

を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
反

省
し
て
い
る
。

Ｑ 

町
民
か
ら
の
要
望
は
埋
も
れ
て
な
い
か

Ａ 

電
子
保
存
な
ど
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る

Ｑ 

水
道
料
金
値
上
げ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

Ａ 

令
和
７
年
４
月
１
日
よ
り
15
％
の
値
上
げ

Ｑ 

月
額
家
賃
８
万
円
は
安
い
か
、
高
い
か

Ａ 

高
い

一 般 質 問町政を問う

川田 　剛 議員
かわ だ つよし

口径13㎜　20㎥ /月　の場合の水道料金

現　　在 令和7年
4月から

令和8年
4月から

令和9年
4月から

3,300円 3,795円 4,290円 4,620円
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子
ど
も
達
の
資
質
能

力
を
育
て
る
に
は
、
新

学
習
指
導
要
領
の
理
念
の
実
現
が

必
要
で
あ
り
、
町
教
育
委
員
会
の

支
援
も
重
要
で
あ
る
。

　

教
員
の
働
き
方
改
革
に
お
い
て

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
は
何
か
。

ま
た
今
後
取
り
組
め
る
こ
と
は
。

教
育
長　

毎
月
、
教
育
委
員
会

と
各
教
職
員
の
勤
務
時
間
を
把
握

し
て
お
り
、
勤
務
時
間
が
多
い
場

合
は
適
切
な
対
応
が
で
き
る
体
制

を
取
っ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
が
進
み
、
教
育

環
境
に
お
い
て
も
大
き
な
変
化
が

生
じ
て
い
る
。
そ
の
た
め
教
職
員

の
負
担
軽
減
の
た
め
に
２
０
２
２

（
令
和
４
）
年
度
よ
り
Ｉ
Ｃ
Ｔ
管

理
等
業
務
委
託
を
行
い
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

支
援
員
を
配
置
し
て
い
る
。

　

ま
た
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
の
自
宅
活

用
に
つ
い
て
、
津
和
野
町
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
運
営
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

業
務
委
託
を
行
い
、
ヘ
ル
プ
デ
ス

ク
の
体
制
を
整
備
し
た
。

　

そ
の
他
、
働
き
方
改
革
に
お
い

て
は
様
々
な
分
野
で
の
検
討
を
要

す
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
。

　

学
校
の
予
算
要
望
の

実
現
に
お
い
て
名
古
屋

市
教
育
委
員
会
が
実
施
す
る「
マ
ッ

チ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
※
図

）

の
事
例
が
興
味
深
い
。
こ
れ
は
学

Q 教員の働き方改革の取り組みは

A ＩＣＴ活用の支援を重視

校
が
抱
え
る
理
想
と
現
実
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
民
間
事
業
者
と
乗
り

越
え
て
い
く
実
践
で
あ
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
的
や
内
容
は

各
学
校
が
主
体
的
に
企
画
さ
れ
る

が
、
教
育
委
員
会
は
予
算
だ
け

を
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
ス
ム
ー

ズ
に
実
行
で
き
る
よ
う
民
間
企
業

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
加
わ
っ
て
も
ら

う
と
い
う
点
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る

と
思
う
。

　

町
と
し
て
の
規
模
の
違
い
な
ど

は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
に
対
し
ど
う
考
え
る
か
。

教
育
長　

即
答
は
で
き
な
い
が
、

よ
り
詳
し
く
調
べ
て
み
た
い
。

　

一
般
財
団
法
人
つ
わ
の

学
び
み
ら
い
や
芸
術
士
の

存
在
を
ど
の
よ
う
に
周
知
し
て
い

る
か
。
ま
た
、
小
中
学
校
で
の
活

動
状
況
は
。

教
育
長　

財
団
の
活
動
報
告
書
の

配
布
や
広
報
誌
に
お
い
て
財
団
職

員
の
存
在
を
周
知
す
る
と
と
も

に
、
学
校
と
連
携
し
て
地
域
に
出

向
く
等
の
教
育
活
動
に
よ
っ
て
理

解
を
深
め
て
い
る
。

　

芸
術
士
は
、
年
間
を
通
じ
て
保

育
園
に
30
回
、
小
学
校
に
１
１
０

回
程
度
の
芸
術
活
動
を
授
業
時
間

等
に
行
っ
て
い
る
。

　
「
津
和
野
町
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
」
や
「
０
歳
児
か

ら
の
人
づ
く
り
事
業
」
に
つ
い
て

小
中
学
校
の
先
生
方
と
ど
の
よ
う

に
共
有
・
実
践
し
て
い
る
か
。

教
育
長　

０
歳
児
か
ら
の
人
づ
く

り
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
お
り
、

そ
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
一
般

財
団
法
人
つ
わ
の
学
び
み
ら
い
が

当
町
の
教
育
の
現
状
と
今
後
の
方

向
性
を
鑑
み
て
作
成
に
尽
力
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
。

　

学
校
教
育
に
お
い
て
浸
透
さ
せ

る
た
め
に
は
、
財
団
の
職
員
と
教

員
が
時
間
を
か
け
て
話
し
合
い
、

年
間
を
通
じ
た
授
業
構
築
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

　

町
長
は
教
育
行
政
に

お
い
て
、
首
長
部
局
と

は
ど
の
よ
う
な
連
携
体
制
で
あ
る

べ
き
と
考
え
る
か

町
長　

最
も
配
慮
す
べ
き
は
教
育

委
員
会
の
政
治
的
中
立
性
で
あ
る

が
、
遠
慮
に
な
っ
て
も
い
け
な
い
。

　

運
用
の
中
で
の
心
掛
け
が
大

事
。
教
育
総
合
会
議
に
お
い
て
町

長
と
し
て
の
考
え
を
伝
え
た
り
、

教
育
委
員
会
や
財
団
と
も
共
通
認

識
を
持
つ
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

具
体
的
な
支
援
と
し
て
は
町
長
に

は
予
算
編
成
権
が
あ
る
の
で
、
教

育
予
算
の
確
保
に
は
努
め
て
い

く
。

　

一
例
で
あ
る
が
、
津
和
野
町
は

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
い

ち
早
く
進
め
た
。

　

そ
の
数
年
後
に
国
の
補
助
金
制

度
が
で
き
た
が
、
必
要
な
も
の
は

単
独
財
源
で
も
や
っ
て
い
く
。

　

先
日
、
教
育
Ｄ
Ｘ
展
に
参
加
し
、

ど
の
よ
う
に
先
生
の
業
務
負
担
を

軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を

勉
強
し
て
き
た
。
先
生
の
支
援
も

重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
必
要

な
予
算
は
認
め
て
い
き
た
い
。

町政を問う一 般 質 問

大江 　梨 議員
おお え れい

（図 ）NAGOYA School Innovation ホームページより（図 ）NAGOYA School Innovation ホームページより
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Q 不登校児童生徒の現状と展望は

A 登校日数が増え、改善傾向にある。
　引き続き関係機関と連携して対応していく

　

学
校
教
育
と
は
何
の

た
め
に
あ
る
の
か
。

教
育
長　

学
校
と
い
う
集
団
の
場

で
、
子
供
た
ち
の
成
長
過
程
に
よ

る
教
育
を
行
う
こ
と
で
、
人
間
形

成
が
な
さ
れ
、
個
性
や
社
会
性
を

育
ん
で
い
く
た
め
。

　

そ
れ
は
昔
の
考
え
方

で
あ
り
、
私
た
ち
保
護

者
、
先
生
や
教
育
委
員
会
の
頭
の

中
も
切
り
替
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
登
校
日
数
が
増
え
る
事

が
、
決
し
て
改
善
と
は
い
え
な
い
。

　
「
学
校
に
行
き
な
さ
い
」
で
は

な
く
、「
学
校
に
行
か
な
く
て
も

い
い
ん
だ
よ
」
と
言
え
る
よ
う
に

な
る
事
が
大
切
。

　

そ
こ
で
、
当
町
に
お
け
る
フ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
の
数
は
。
ま
た
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
を
広
く
子
供
た
ち
に
周
知

す
る
方
法
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

現
在
は
４
カ
所
あ
る
。

周
知
方
法
と
し
て
は
、
町
の
委
託

先
で
あ
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
ぶ
み

の
」
は
、
学
校
を
通
じ
て
必
要
な

児
童
生
徒
に
紹
介
し
て
い
る
。
そ

の
他
の
と
こ
ろ
は
、
実
施
者
で
Ｐ

Ｒ
し
て
い
る
。

　

果
た
し
て
「
必
要
と

す
る
児
童
生
徒
」
だ
け

で
十
分
か
。
全
て
の
児
童
生
徒
に

周
知
す
べ
き
。

　

ま
た
「
さ
ぶ
み
の
」
だ
け
で
な

く
、
民
間
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
も
、

町
と
し
て
宣
伝
す
べ
き
と
思
う
が
。

教
育
長　

今
後
、
校
長
会
な
ど
で

協
議
し
て
い
き
た
い
。

　

文
科
省
は
、
多
様
な

学
び
の
場
や
居
場
所
確

保
を
進
め
て
い
る
が
、
当
町
で
も

す
す
ん
で
い
る
か
。

教
育
長　

学
校
内
や
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
等
の
居
場
所
を
確
保
す
る

事
で
、
多
様
な
学
び
の
場
の
確
保

も
進
め
て
い
る
。

　

学
校
内
や
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
以
外
に
居
場
所

は
あ
る
か
。
子
供
た
ち
は
ど
こ
で

も
居
場
所
に
す
る
。
例
え
ば
、
公

民
館
や
図
書
館
な
ど
は
ど
う
か
。

教
育
長　

今
後
、
居
場
所
作
り
に

関
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

全
国
に
は
、
文
科
省

が
認
可
し
て
い
る
不
登

校
特
例
校
（
不
登
校
の
児
童
生
徒

の
実
態
に
配
慮
し
た
特
別
な
教
育

課
程
を
編
成
し
た
学
校
）
が
35
カ

所
あ
る
。
当
町
は
教
育
に
力
を
入

れ
て
い
る
の
で
、
将
来
的
に
人
口

減
少
対
策
に
も
な
る
し
。
設
置
を

考
え
て
も
い
い
の
で
は
。

教
育
長　

ま
だ
ま
だ
全
国
的
に
も

取
り
組
み
が
少
な
い
の
で
、
情
報

も
少
な
い
。
設
置
の
ハ
ー
ド
ル
も

高
い
が
、
今
後
内
部
で
協
議
し
て

　

人
口
減
少
対
策
と
し

て
定
住
対
策
が
効
果
的

だ
が
、
現
在
「
定
住
支
援
員
」「
つ

わ
の
暮
ら
し
相
談
員
」「
Ｌ
ａ
ｄ
ｙ 

ｇ
ｏ
〜
Ｔ
ｓ
ｕ
ｗ
ａ
ｎ
ｏ
〜
」
は
、
ど

の
よ
う
な
面
で
連
携
し
て
い
る
か
。

町
長　

連
携
が
と
れ
て
な
か
っ
た

が
、
昨
年
繋
が
り
を
持
て
た
の
で
、

今
後
は
相
互
に
補
完
し
合
い
な
が

ら
、定
住
対
策
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

移
住
前
か
ら
定
住
後

に
か
け
て
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
体
制
は
。

町
長　

定
住
に
向
け
て
の
体
制
が

十
分
と
は
い
え
な
い
。
現
在
、
具

体
的
な
方
策
に
関
し
て
協
議
し
て

い
る
。　

津
和
野
高
校
で
の
県
外

生
へ
定
住
の
働
き
か
け
は

し
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

地
域
に
関
わ
る
行
事
や

学
習
で
、
当
町
に
帰
っ
て
来
た
い

と
思
う
若
者
を
増
や
し
た
い
。

　

当
町
は
各
地
域
性
が

濃
い
の
で
、
公
民
館
単

位
で
の
定
住
施
策
も
必
要
で
は
。

町
長　

現
場
の
声
を
吸
い
上
げ
て

施
策
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

い
き
た
い
。

　

昨
年
、「
こ
ど
も
大
綱
」

が
制
定
さ
れ
た
が
、
そ
の

中
で
推
進
さ
れ
て
い
る
「
こ
ど
も
計

画
の
策
定
」
と
「
こ
ど
も
の
意
見
反

映
」
は
当
町
で
も
進
ん
で
い
る
か
。

町
長　
「
こ
ど
も
計
画
」
は
、
国

や
県
の
計
画
策
定
に
基
づ
き
、「
津

和
野
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」
に
盛
り
込
む
予
定
。

　
「
こ
ど
も
の
意
見
反
映
」
に
つ
い

て
は
、
現
在
進
め
方
を
検
討
中
で

あ
る
。　

不
登
校
児
童
生
徒
の

対
応
は
、
専
門
家
と
関

係
機
関
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
や

地
域
の
大
人
た
ち
を
含
め
、
全
体

で
関
わ
っ
て
い
く
べ
き
。

　

そ
し
て
頭
の
中
も
学
校
自
体
も

変
わ
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る

が
、
町
長
の
所
見
は
。

町
長　

ま
ず
は
学
校
に
行
く
と
い

う
事
が
大
前
提
で
、
そ
の
中
で
行

け
な
く
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
居

場
所
の
選
択
肢
を
ど
う
広
げ
て
い

く
か
が
重
要
。

　

教
育
先
進
地
で
は
、
特
色
あ
る

教
室
の
場
作
り
が
行
わ
れ
て
い

る
。
当
町
で
も
、
教
育
委
員
会
で

協
議
し
な
が
ら
、
０
歳
児
か
ら
の

人
づ
く
り
、
教
育
の
魅
力
化
を
進

化
さ
せ
て
い
き
た
い
。

Ｑ 

消
滅
可
能
性
自
治
体
を
受
け
て
の
所
見
は

Ａ 

人
口
減
少
対
策
に
全
力
で
取
り
組
む

一 般 質 問町政を問う

田中 海太郎 議員
た なか うみ た ろう
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Q 不登校児童生徒の現状と展望は

A 登校日数が増え、改善傾向にある。
　引き続き関係機関と連携して対応していく

　

学
校
教
育
と
は
何
の

た
め
に
あ
る
の
か
。

教
育
長　

学
校
と
い
う
集
団
の
場

で
、
子
供
た
ち
の
成
長
過
程
に
よ

る
教
育
を
行
う
こ
と
で
、
人
間
形

成
が
な
さ
れ
、
個
性
や
社
会
性
を

育
ん
で
い
く
た
め
。
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。
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決
し
て
改
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と
は
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え
な
い
。

　
「
学
校
に
行
き
な
さ
い
」
で
は

な
く
、「
学
校
に
行
か
な
く
て
も

い
い
ん
だ
よ
」
と
言
え
る
よ
う
に

な
る
事
が
大
切
。

　

そ
こ
で
、
当
町
に
お
け
る
フ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
の
数
は
。
ま
た
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
を
広
く
子
供
た
ち
に
周
知

す
る
方
法
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

現
在
は
４
カ
所
あ
る
。

周
知
方
法
と
し
て
は
、
町
の
委
託

先
で
あ
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
ぶ
み

の
」
は
、
学
校
を
通
じ
て
必
要
な

児
童
生
徒
に
紹
介
し
て
い
る
。
そ

の
他
の
と
こ
ろ
は
、
実
施
者
で
Ｐ

Ｒ
し
て
い
る
。

　

果
た
し
て
「
必
要
と

す
る
児
童
生
徒
」
だ
け

で
十
分
か
。
全
て
の
児
童
生
徒
に

周
知
す
べ
き
。

　

ま
た
「
さ
ぶ
み
の
」
だ
け
で
な

く
、
民
間
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
も
、

町
と
し
て
宣
伝
す
べ
き
と
思
う
が
。

教
育
長　

今
後
、
校
長
会
な
ど
で

協
議
し
て
い
き
た
い
。

　

文
科
省
は
、
多
様
な

学
び
の
場
や
居
場
所
確

保
を
進
め
て
い
る
が
、
当
町
で
も

す
す
ん
で
い
る
か
。

教
育
長　

学
校
内
や
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
等
の
居
場
所
を
確
保
す
る

事
で
、
多
様
な
学
び
の
場
の
確
保

も
進
め
て
い
る
。

　

学
校
内
や
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
以
外
に
居
場
所

は
あ
る
か
。
子
供
た
ち
は
ど
こ
で

も
居
場
所
に
す
る
。
例
え
ば
、
公

民
館
や
図
書
館
な
ど
は
ど
う
か
。

教
育
長　

今
後
、
居
場
所
作
り
に

関
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

全
国
に
は
、
文
科
省

が
認
可
し
て
い
る
不
登

校
特
例
校
（
不
登
校
の
児
童
生
徒

の
実
態
に
配
慮
し
た
特
別
な
教
育

課
程
を
編
成
し
た
学
校
）
が
35
カ

所
あ
る
。
当
町
は
教
育
に
力
を
入

れ
て
い
る
の
で
、
将
来
的
に
人
口

減
少
対
策
に
も
な
る
し
。
設
置
を

考
え
て
も
い
い
の
で
は
。

教
育
長　

ま
だ
ま
だ
全
国
的
に
も

取
り
組
み
が
少
な
い
の
で
、
情
報

も
少
な
い
。
設
置
の
ハ
ー
ド
ル
も

高
い
が
、
今
後
内
部
で
協
議
し
て

　

人
口
減
少
対
策
と
し

て
定
住
対
策
が
効
果
的

だ
が
、
現
在
「
定
住
支
援
員
」「
つ

わ
の
暮
ら
し
相
談
員
」「
Ｌ
ａ
ｄ
ｙ 

ｇ
ｏ
〜
Ｔ
ｓ
ｕ
ｗ
ａ
ｎ
ｏ
〜
」
は
、
ど

の
よ
う
な
面
で
連
携
し
て
い
る
か
。

町
長　

連
携
が
と
れ
て
な
か
っ
た

が
、
昨
年
繋
が
り
を
持
て
た
の
で
、

今
後
は
相
互
に
補
完
し
合
い
な
が

ら
、定
住
対
策
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

移
住
前
か
ら
定
住
後

に
か
け
て
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
体
制
は
。

町
長　

定
住
に
向
け
て
の
体
制
が

十
分
と
は
い
え
な
い
。
現
在
、
具

体
的
な
方
策
に
関
し
て
協
議
し
て

い
る
。　

津
和
野
高
校
で
の
県
外

生
へ
定
住
の
働
き
か
け
は

し
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

地
域
に
関
わ
る
行
事
や

学
習
で
、
当
町
に
帰
っ
て
来
た
い

と
思
う
若
者
を
増
や
し
た
い
。

　

当
町
は
各
地
域
性
が

濃
い
の
で
、
公
民
館
単

位
で
の
定
住
施
策
も
必
要
で
は
。

町
長　

現
場
の
声
を
吸
い
上
げ
て

施
策
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

い
き
た
い
。

　

昨
年
、「
こ
ど
も
大
綱
」

が
制
定
さ
れ
た
が
、
そ
の

中
で
推
進
さ
れ
て
い
る
「
こ
ど
も
計

画
の
策
定
」
と
「
こ
ど
も
の
意
見
反

映
」
は
当
町
で
も
進
ん
で
い
る
か
。

町
長　
「
こ
ど
も
計
画
」
は
、
国

や
県
の
計
画
策
定
に
基
づ
き
、「
津

和
野
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」
に
盛
り
込
む
予
定
。

　
「
こ
ど
も
の
意
見
反
映
」
に
つ
い

て
は
、
現
在
進
め
方
を
検
討
中
で

あ
る
。　

不
登
校
児
童
生
徒
の

対
応
は
、
専
門
家
と
関

係
機
関
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
や

地
域
の
大
人
た
ち
を
含
め
、
全
体

で
関
わ
っ
て
い
く
べ
き
。

　

そ
し
て
頭
の
中
も
学
校
自
体
も

変
わ
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る

が
、
町
長
の
所
見
は
。

町
長　

ま
ず
は
学
校
に
行
く
と
い

う
事
が
大
前
提
で
、
そ
の
中
で
行

け
な
く
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
居

場
所
の
選
択
肢
を
ど
う
広
げ
て
い

く
か
が
重
要
。

　

教
育
先
進
地
で
は
、
特
色
あ
る

教
室
の
場
作
り
が
行
わ
れ
て
い

る
。
当
町
で
も
、
教
育
委
員
会
で

協
議
し
な
が
ら
、
０
歳
児
か
ら
の

人
づ
く
り
、
教
育
の
魅
力
化
を
進

化
さ
せ
て
い
き
た
い
。

Ｑ 

消
滅
可
能
性
自
治
体
を
受
け
て
の
所
見
は

Ａ 

人
口
減
少
対
策
に
全
力
で
取
り
組
む

一 般 質 問町政を問う

田中 海太郎 議員
た なか うみ た ろう
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民
間
の
有
識
者
会
議

が
４
月
に
「
消
滅
可
能

性
自
治
体
」
の
リ
ス
ト
を
公
表
し

た
。
20
歳
〜
39
歳
の
女
性
の
人
口

が
２
０
５
０
（
令
和
32
）
年
ま
で

に
半
数
以
下
に
減
る
自
治
体
を

「
最
終
的
に
消
滅
す
る
可
能
性
が

高
い
」
と
し
、
全
体
の
４
割
、
７

４
４
市
町
村
が
こ
れ
に
あ
た
る
と

推
計
し
た
も
の
だ
。

　

こ
れ
に
は
「
人
口
減
少
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
背
景
が
あ
る
な
か
、
な

ぜ
若
い
女
性
の
減
少
が
『
自
治
体

消
滅
』
の
指
標
に
な
る
の
か
」
と

の
批
判
が
出
て
い
る
。

　
「
子
ど
も
を
産
む
の
が
女
性
の

役
割
」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
、

か
つ
て
の
大
臣
の
〝
女
性
は
産
む

機
械
〞
発
言
へ
の
怒
り
が
よ
み
が

え
る
。

　

地
方
自
治
の
専
門
家
か
ら
は

「
自
治
体
に
責
任
転
嫁
せ
ず
、
政

府
が
何
を
す
る
か
が
鍵
だ
」
と
い

う
指
摘
が
あ
る
。

　

子
ど
も
を
産
む
か
産
ま
な
い
か

を
決
め
る
自
由
を
保
障
し
、
希
望

す
る
人
が
安
心
し
て
子
育
て
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
国
の
責
任

だ
。

　

人
間
は
人
口
増
の
手
段
で
は
な

い
。
な
に
よ
り
大
切
に
し
た
い
の

は
、
生
ま
れ
て
き
た
子
ど
も
た
ち

が
自
分
は
大
切
に
さ
れ
て
い
る
と

思
え
る
社
会
で
あ
る
こ
と
、
ど
ん

な
生
き
方
を
選
択
し
て
も
自
分
ら

し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
に
す
る
こ

と
だ
。

　

し
か
し
、「
消
滅
可
能
性
自
治

体
」
の
発
表
を
知
り
、「
津
和
野

町
は
消
滅
す
る
の
か
」「
将
来
へ
希

望
が
持
て
な
い
」
な
ど
不
安
を
感

じ
た
町
民
は
少
な
く
な
い
。
こ
の

不
安
を
払
拭
し
、
希
望
を
も
っ
て

町
民
生
活
を
送
れ
る
よ
う
津
和

野
町
の
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

質
問
す
る
。

　
「
消
滅
可
能
性
自
治
体
」
の
発

表
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い

る
か
。

町
長　

有
識
者
の
指
摘
の
よ
う
に
、

国
全
体
で
人
口
が
減
少
傾
向
に
あ

る
な
か
、
約
半
数
の
自
治
体
が
将

来
的
に
消
滅
の
危
機
に
あ
る
と
な

れ
ば
、
国
と
し
て
の
直
接
的
な
対

策
が
必
要
と
の
意
見
に
賛
同
す
る
。

　
「
消
滅
可
能
性
自
治
体
」
に
該

当
し
た
事
実
は
真
摯
に
受
け
止
め

る
。
し
か
し
、
10
年
前
と
の
比
較

に
よ
れ
ば
、
若
年
女
性
の
人
口
減

少
率
は
改
善
さ
れ
て
い
る
と
発
表

さ
れ
て
お
り
、
過
度
に
悲
観
的
に

な
ら
ず
、
引
き
続
き
人
口
減
少
対

策
に
全
力
で
取
り
組
み
た
い
。

　

子
育
て
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
は
進
ん
で
い
る

か
。

Q 希望をもって町民生活が送れる
　 よう一層の人口減少対策が必要
A 引き続き人口減少対策に全力で
　取り組みたい

町
長　

24
（
令
和
６
）
年
度
に
お

い
て
既
存
事
業
の
見
直
し
や
新
規

事
業
に
よ
り
、
よ
り
充
実
し
た
子

育
て
支
援
策
を
実
施
す
る
。

　

具
体
的
に
は
、
出
生
の
際
の
お

祝
い
品
の
贈
呈
、
保
育
園
へ
の
お

む
つ
配
布
、
産
科
初
診
に
係
る
選

定
療
養
費
の
助
成
、
お
た
ふ
く
か

ぜ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
費
用
助

成
、
そ
し
て
、
相
談
し
や
す
い
関

係
性
を
つ
く
る
た
め
に
、
未
就
園

児
の
い
る
家
庭
が
転
入
し
た
際

や
、
３
歳
児
健
診
前
の
家
庭
訪
問

を
実
施
す
る
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
、
障
が
い

児
支
援
策
を
ま
と
め
た
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
妊
娠
届
の
提
出
時
や
家

庭
訪
問
の
際
に
配
布
す
る
。

　

費
用
面
の
支
援
と
相
談
環
境
の

整
備
に
よ
り
、
子
育
て
に
関
す
る

不
安
を
払
拭
し
、
安

心
で
き
る
子
育
て
環
境

の
構
築
を
目
指
し
て
い

く
。

　
「
Ｌ
ａ
ｄ
ｙ 

ｇ
ｏ　

〜
Ｔ

ｓ
ｕ
ｗ
ａ
ｎ
ｏ
〜
」
は

住
民
の
立
場
か
ら
若

い
女
性
の
サ
ポ
ー
ト
や

情
報
発
信
を
行
っ
て
い

る
が
ど
の
よ
う
な
活

動
を
行
っ
て
い
る
の

か
。

町
長　

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
情
報

発
信
の
ほ
か
、
対
面
で
の
移
住
・

定
住
者
の
生
活
の
課
題
把
握
、
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
通
じ
た
Ｗ
ｅ
ｂ
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実
施
等
を
行
っ
て
い

る
。

　

Ｗ
ｅ
ｂ
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
町

内
の
リ
ユ
ー
ス
を
実
現
し
よ
う
」

「
習
い
事
情
報
を
シ
ェ
ア
し
よ
う
」

と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

今
後
の
譲
渡
会
開
催
や
習
い
事
情

報
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
に

向
け
て
、
企
画
を
進
め
て
も
ら
っ

て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　

並
行
し
て
津
和
野
町
の
子
育
て

や
教
育
環
境
の
魅
力
等
の
収
集

し
、
発
信
す
る
基
盤
の
整
備
を
進

め
て
い
る
。

　

効
果
的
な
運
用
の
仕
組
み
を
検

討
し
て
い
る
。

町政を問う一 般 質 問

寺戸 昌子 議員
てら と まさ こ
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Q 消滅都市と指摘されたことの
　 責任をとるつもりはないか
A 残された任期の中で考える

　

隠
岐
島
海
士
町
の
山

内
町
長
が
、
破
綻
寸
前

の
町
を
立
て
直
し
た
こ
と
を
、Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
放
送
番
組
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｘ
」
が
先
日
再
放
映
し
た
。

　

一
方
、
津
和
野
町
は
10
年
前
に

引
き
続
い
て
今
回
も
「
消
滅
可
能

性
都
市
」
と
の
不
名
誉
な
指
摘
を

受
け
た
。

　

消
滅
可
能
性
都
市
か
ら
脱
却

す
る
策
は
何
と
言
っ
て
も
「
働
く

場
」
の
必
要
性
で
あ
る
。
津
和
野

に
お
い
て
は
「
観
光
産
業
」
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
津
和
野
に
は
文
化

財
が
大
変
多
く
存
在
す
る
。た
だ
、

当
初
は
そ
れ
を
「
見
せ
る
」
こ
と

で
観
光
客
が
集
ま
っ
て
き
た
が
、

そ
れ
が
一
巡
し
て
客
足
が
遠
の

き
、
観
光
関
連
の
店
が
減
り
、
お

の
ず
と
人
口
が
減
っ
た
。

　

文
化
財
を
観
光
に
活
か
す
べ
き

だ
が
、
文
化
財
保
護
条
例
の
第
12

条
の
（
勧
告
）
や
13
条
の
（
現
状

変
更
）
を
読
む
と
、「
文
化
財
に

よ
っ
て
は
触
っ
て
は
い
け
な
い
」「
教

育
委
員
会
に
従
わ
ざ
る
を
得
な

い
」
と
言
う
思
い
に
駆
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
観
光
産
業
の
活
発
化

の
た
め
に
文
化
財
を
積
極
的
に
活

か
し
て
も
ら
い
た
い
が
。

教
育
長　

文
化
財
を
観
光
に
活
か

す
こ
と
は
、
国
が
進
め
て
い
る
近

年
の
潮
流
で
あ
り
、
津
和
野
町
内

に
あ
る
多
く
の
文
化
財
も
そ
の
文

化
資
源
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
価
値
を
守
る
た

め
に
は
、
現
状
変
更
す
る
場
合
は

国
、
県
、
町
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て

手
続
き
が
必
要
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
除
草
や
庭
園
樹
木
の

維
持
管
理
行
為
な
ど
に
つ
い
て
は
、

現
状
変
更
の
手
続
き
は
不
要
で
実

施
可
能
で
は
あ
る
。

　

と
は
い
え
微
妙
な
点
も
あ
る
の

で
教
育
委
員
会
に
相
談
を
し
て
ほ

し
い
。

　

観
光
客
に
直
接
接
す

る
の
は
観
光
産
業
に
携

わ
る
者
で
あ
る
。
文
化
財
に
関
す

る
講
演
や
講
習
が
開
か
れ
る
も
の

の
、
ほ
と
ん
ど
土
日
の
午
後
で
あ

る
。
そ
の
人
達
は
ほ
ぼ
出
席
で
き

な
い
。

　

そ
こ
で
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
の
聴

講
を
希
望
す
る
の
で
、
是
非
そ
の

態
勢
を
と
っ
て
も
ら
い
た
い
が
。

教
育
長　

指
摘
の
よ
う
に
、
そ
の

人
達
に
と
っ
て
の
参
加
は
難
し
い

状
況
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
講
演
会

等
の
映
像
記
録
は
著
作
権
の
問
題

が
あ
り
、
講
演
者
の
承
諾
が
得
ら

れ
た
も
の
に
つ
い
て
、
町
内
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
で
の
放
送
を
行
っ
て
き
た
。

　

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
配
信
は
、
さ
ら
に

　

津
和
野
町
東
京
事
務

所
は
、
人
事
の
異
動
が

あ
っ
た
が
、
意
気
込
み
は
。

町
長　

今
年
度
よ
り
主
管
課
を
つ

わ
の
暮
ら
し
推
進
課
と
し
、
当
町

へ
進
出
を
検
討
し
て
い
る
企
業
に

対
し
て
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し

誘
致
を
推
進
し
て
い
く
。

　

さ
ら
に
、
当
町
へ
移
住
を
検
討

し
て
い
る
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
に
、
新

し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
の
提
案
を
行

い
た
い
。　

下
森
町
長
は
現
在
、

起
承
転
結
の
結
の
ポ
ジ

シ
ョ
ン
に
あ
る
。

　

消
滅
可
能
性
都
市
と
指
摘
さ

れ
た
事
に
関
し
て
「
責
任
を
感
じ

る
」
と
い
う
言
葉
は
あ
っ
た
が
、

政
治
は
結
果
責
任
で
あ
る
。「
責

任
を
と
る
」
と
い
う
考
え
は
な
い

の
か
。

町
内
外
に
広
く
公
開
で
き
る
の

で
、
今
後
実
施
可
能
な
も
の
に
つ

い
て
は
配
信
を
検
討
し
た
い
。

　

文
化
財
を
観
光
に
活

か
す
た
め
に
は
教
育
委

員
会
と
商
工
観
光
課
の
協
力
関
係

が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　

10
年
前
に
両
課
を
兼
務
し
た
職

員
の
存
在
が
あ
っ
た
が
そ
れ
以
後

は
な
い
。

　

た
だ
、
日
本
遺
産
の
存
続
に
対

し
て
国
の
再
審
査
が
12
月
に
行
わ

れ
る
た
め
、
今
、
両
課
が
協
力
し

て
対
処
し
て
い
る
と
聞
い
た
が
。

教
育
長　

順
調
に
行
わ
れ
て
い

る
。

町
長　

残
さ
れ
た
任
期
の
中
で
考

え
た
い
。

Ｑ 

政
治
は
結
果
責
任

Ａ 

残
さ
れ
た
任
期
で

一 般 質 問町政を問う

道信 俊昭 議員
みち のぶ としあき
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全
員
協
議
会

令
和
６
年
５
月
16
日

〇
津
和
野
町
役
場
本
庁
舎
３
階
施
設

整
備
工
事

　

３
階
部
分
を
避
難
所
等
で
活
用
。

併
せ
て
、
障
が
い
者
避
難
、
ペ
ッ
ト

避
難
な
ど
も
試
験
的
な
運
用
も
検

討
す
る
。

　

整
備
工
事
の
事
業
費　

約
４
千

万
円

〇
津
和
野
庁
舎
耐
震
補
強
・
改
修
工

事　

既
存
の
大
会
議
室
を
執
務
室
に

し
、
ワ
ン
フ
ロ
ア
で
見
渡
せ
る
よ
う

に
改
修
。

　

改
修
工
事
の
期
間
は
、
令
年
８

年
３
月
末
の
２
年
間
。

〇
水
道
料
金
の
改
定
に
つ
い
て

　

水
道
事
業
は
、
独
立
採
算
に
よ

る
経
営
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、

現
在
の
水
道
料
金
は
、
12
年
間
据

え
置
か
れ
、
そ
の
間
赤
字
経
営
が

続
き
、
そ
の
補
填
を
津
和
野
町
一

般
会
計
か
ら
繰
出
金
と
し
て
津
和

野
町
水
道
事
業
に
繰
り
入
れ
る
こ

と
で
収
支
を
保
ち
、
事
業
を
継
続

し
て
き
た
。

　

２
０
２
８
年
（
令
和
10
）
年
度

ま
で
を
計
画
期
間
と
し
た
場
合
、

約
72
％
増
の
料
金
改
定
が
必
要
と

な
る
。

　

３
年
間
で
40
％
増
の
料
金
改
定

を
予
定
。

　

25
年
（
令
和
７
）
年
度
15
％
、

26
年
（
令
和
８
）
年
度
15
％
、
27

年
（
令
和
９
）
年
度
10
％
。

員
協
議
会

令
和
６
年
５
月
16
日

町
役
場
本
庁
舎
３
階
施
設

部
分
を
避
難
所
等
で
活
用
。

障
が
い
者
避
難
、
ペ
ッ
ト

ど
も
試
験
的
な
運
用
も
検

工
事
の
事
業
費

約
４
千

男子
トイレ

女子
トイレ

更衣室

相談室
１

相談室
２

コ
ピ
ー
室

宿
直
室

会議室
１

書庫 会議室
２

会議室
３

町長室 倉庫

執務室

カウンター

スロープ

↑
玄関

応接室

倉庫

廊下

倉庫
会議室
３０３

ホール

会議室
３０４

会議室
３０９

廊下

女子
トイレ

男子
トイレ

休憩室

現時点における整備計画であり変更になる
場合があります

太枠内が整備予定箇所
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提
出
者

議案・賛否表
○＝賛成　●＝反対　ボ＝賛否ボタン押忘れ　欠＝欠席

道

信

大

江

米

澤

横

山

沖

田

御
手
洗

三

浦

田

中

寺

戸

川

田
結果

町
　
長

令和６年第４回（５月）津和野町議会臨時　　5月1日開催
【専決処分】津和野町税条例の一部改正 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認
【専決処分】津和野町国民健康保険税条例の一部改正 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認
令和６年度高付加価値化事業旧石州館等解体工事請負契約の締結 ○ ○ 〇 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 可決
　　〃　　津和野町一般会計補正予算（第１号） ○ ○ 〇 ○ ボ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

委
員
会
町長の専決処分事項の指定に関する条例の一部改正 ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 可決

町
　
　
　
長

令和６年第５回（６月）津和野町議会定例会　　6月7日から6月14日まで開催
津和野庁舎耐震補強・改修工事請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
令和６年度町道北斗台線緊急法面対策工事請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
小型動力ポンプ付軽積載車の取得 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
令和６年度津和野町町営バス車両の取得 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
　　〃　　　　津和野町スクールバスの取得 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
津和野町借上賃貸住宅管理条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
　〃　　家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
　〃　　医療従事者住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議
員令和６年度津和野町一般会計補正予算（第２号）に対する修正動議 ○ ○ ● ○ ○ ● ● ○ ○ ● 可決

町
　
　
長

修正部分を除く令和６年度津和野町一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
令和６年度津和野町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
　　　　〃　　　　介護保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
　　　　〃　　　　病院事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
　　　　〃　　　　水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
　　　　〃　　　　下水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

請
願
訪問介護事業の基本報酬引き下げの撤回と介護報酬引き上げの再
改定を早急に行うことを求める意見書の提出を求める請願

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

委
員
会
議員定数及び報酬等調査特別委員会設置に関する決議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議
員
訪問介護事業の基本報酬引き下げの撤回と介護報酬引き上げの再
改定を早急に行うことを求める意見書の提出

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 可決

『つわの議会だより』（３月号）において誤りがありましたので、下記のとおり訂正し、お詫び申し上げます。

表紙中、（誤）「３月６日オープン」→（正）「３月２６日オープン」
P１５、賛否表中、下記のとおり訂正いたします。

提
出
者

議案・賛否表
○＝賛成　●＝反対　欠＝欠席

道

信

大

江

米

澤

横

山

沖

田

御
手
洗

三

浦

田

中

寺

戸

川

田

草
田
※
結果

町
　
長

令和６年第２回（２月）津和野町議会臨時会　２月２６日開催
令和５年度津和野町一般会計補正予算（第８号） ● 欠 ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ 可 決
鹿足郡養護老人ホーム規約の変更 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

委
員
長

津和野町議会図書室設置条例の制定 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
　　〃　　　会議規則の一部改正 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
　　〃　　　委員会条例の一部改正 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

（誤）

（正）
町
長

令和６年第２回（２月）津和野町議会臨時会　２月２６日開催
令和５年度津和野町一般会計補正予算（第８号） 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

委
員
会

津和野町議会図書室設置条例の制定 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
　　〃　　　会議規則の一部改正 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
　　〃　　　委員会条例の一部改正 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
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委
員
会
活
動

　

委
員
会
体
制
が
変
わ
り
ま
し
た

　

津
和
野
町
議
会
で
は
申
し
合
わ

せ
で
、
２
年
間
で
常
任
委
員
会
の

委
員
会
の
構
成
員
を
変
更
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　

常
任
委
員
会
と
は
？

　

津
和
野
町
議
会
で
は
、①
総
務

経
済
常
任
委
員
会
、②
文
教
民
生

常
任
委
員
会
の
２
つ
の
常
任
委
員

会
と
③
広
報
常
任
委
員
会
が
あ
り

ま
す
。
大
き
い
市
町
に
な
る
と
も
っ

と
た
く
さ
ん
の
常
任
委
員
会
が
あ

り
ま
す
。

　

議
員
は
必
ず
①
、②
の
ど
ち
ら
か

の
委
員
会
に
所
属
し
、③
は
希
望
し

た
６
人
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

津
和
野
町
議
会
で
は
ほ
と
ん
ど

の
議
案
を
本
会
議
で
審
議
す
る
本

会
議
中
心
主
義
を
取
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
常
任
委
員
会
で
は
主
に

所
管
す
る
課
の
事
務
事
業
を
調
査

や
、
請
願
陳
情
の
審
査
を
中
心
に

行
い
ま
す
。

　

調
査
や
審
査
は
議
会
開
会
中
に

行
う
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
開
会
中
に
審
査
や
調

査
が
完
了
し
な
い
場
合
は
、
委
員

会
の
決
定
に
基
づ
い
て
議
長
に
申

し
出
を
行
い
、
議
長
は
議
会
に
諮

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
継
続
調
査

（
審
査
）
の
議
決
を
得
る
と
、
そ
の

事
件
は
次
の
会
期
に
継
続
さ
れ
閉

会
中
に
調
査
や
審
査
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

総
務
経
済
常
任
委
員
会

　

所
管
課　

総
務
課　

建
設
課　

つ
わ
の
暮
ら
し
推
進
課　

商
工
観

光
課　

農
林
課

◎
御
手
洗
委
員
長　

○
大
江
副
委

員
長　

川
田
委
員　

三
浦
委
員　

米
澤
委
員　

横
山
委
員

９
月
定
例
会
ま
で
の
閉
会
中
の
継

続
調
査
：
空
き
家
の
現
状
と
課
題

調
査
理
由
：
直
近
で
も
調
査
を
行

な
っ
て
い
ま
す
が
、
令
和
５
年
度
末

に
「
第
２
期
津
和
野
町
空
き
家
等

対
策
計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
て
再
度
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

文
教
民
生
常
任
委
員
会

　

所
管
課　

税
務
住
民
課　

教
育

委
員
会　

医
療
対
策
課　

健
康
福

祉
課　

環
境
生
活
課

◎
寺
戸
委
員
長　

○
田
中
副
委
員

長　

沖
田
委
員　

道
信
委
員　

草

田
委
員

９
月
定
例
会
ま
で
の
閉
会
中
の
継

続
調
査
：
廃
棄
物
処
理
の
現
状
と

課
題

調
査
理
由
：
環
境
問
題
を
考
え
る

上
で
、
最
も
大
き
な
問
題
は
ゴ
ミ

の
処
理
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
津
和

野
町
に
お
け
る
ゴ
ミ
の
現
状
と
課

題
を
調
査
し
ま
す
。

　

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

◎
横
山
委
員
長　

○
田
中
副
委
員

長　

大
江
委
員　

米
澤
委
員　

三

浦
委
員　

川
田
委
員

　

こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」
の
企
画
・

編
集
を
し
た
り
、
住
民
の
皆
さ
ん

と
意
見
交
換
す
る
「
議
会
広
聴
会
」

な
ど
を
企
画
し
た
り
す
る
委
員
会

で
す
。

　

議
会
運
営
委
員
会

◎
三
浦
委
員
長　

○
御
手
洗
副
委

員
長　

寺
戸
委
員　

横
山
委
員　

田
中
委
員　

　

町
長
が
本
会
議
に
提
案
す
る
議

案
の
概
要
を
説
明
す
る
ほ
か
、
会

議
の
進
行
な
ど
に
つ
い
て
確
認
し
、

ス
ム
ー
ズ
に
運
営
で
き
る
よ
う
調
整

す
る
委
員
会
で
す
。

　

特
別
委
員
会
設
置

　

特
別
委
員
会
は
必
要
に
応
じ
て

設
置
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
議
員
の

定
数
と
報
酬
な
ど
に
つ
い
て
の
調

査
・
検
討
を
行
う
特
別
委
員
会
が

設
置
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
議
長
を

除
く
議
員
全
員
が
所
属
を
し
ま
す
。

　

委
員
会
も
傍
聴
可
能
で
す

　

議
会
基
本
条
例
に
よ
り
委
員
会

に
お
い
て
も
住
民
の
方
の
傍
聴
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。
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1期4年も折り返し！　2年間の自己採点！

　平均  53.71 点
① 2年間の議員活動を100点満点で自己採点
② 採点理由
③ 残り任期で注目していること、取り組みたいこと

① 40点
② 議会に慣れるための努力はでき
たが、成果を出すための努力が足
らないと思う。

③ 議案に対しての自分なりの視点
を大切にして深めていきたい。

大江　梨

① 0点
② 議員６期目を迎えたが、体調不
良で、前期２年は議員活動不十分。

③ ６月定例会で、10 年ぶり質問に立ち、我が町の当面
の大きな課題（持続可能な自治体であり続けること）を中心
に、町長に意気込みを問うたが、期待はずれ。よって20点。

沖田　守

① 60点
② 公約であった、議会基本条例
の制定に漕ぎ着けた。今後はこの
条例を議会改革の一助にしたい。

③ 特別委員長として、議員定数と議員報酬について今後議論
を始める。報酬についてはこれまで議員から意見はあったが、誰も
提案していない。今回初めて提案されたので、しっかり議論したい。

川田　剛

① 70点
② 議会基本条例制定と反問権の要項案提出。
津和野町議会ハラスメント根絶条例の制定。鹿足
郡事務組合議会（銀杏寮、不燃物処理）での対応。

③ 自由討議の要項づくり、議会運営申し合わせ事項
の見直し。議会ハラスメント根絶条例対応マニュアルの作
成。議会改革としての議員定数・議員報酬等特別委員会。

三浦英治

① 70点
② 町道舗装等インフラ整備や農業生産の基盤である
農道改良や河床掘削による水利の確保等地域要望を受
け、課題解決に取り組み、一定程度事業実施された。

③ 食料安全保障の確保を基本理念に掲げた「改正
食料・農業・農村基本法」が成立した。農業者が高齢
化で減少する中、多様な担い手確保対策に取り組みたい。

御手洗剛

① 70点
② 町長の率直な言葉を聞き出して
きた。

③ 町民からの具体的要望に応えて
きた。さらに推し進めたい。

道信俊昭

① 51点
② 議長職に就任して 2 年が経ちました
が、議会運営も試行錯誤の中、まだまだ
議員として人間として修養が足りません。

③ 残る任期2年間、議会の活性化を
図りながら、町民の方の意見を聞くことに
全力で取り組み、70点を目指します。

草田吉丸

① ４９.８９点
② 議員・百姓二足の草鞋　勢い余り履
いたけど　頭抱えて四苦八苦　無知の時
間過ぐばかり　されど悔いは希望の一歩

③ 環境と農業の調和　ICT 教育にイエ
ローカード　山口線利用促進　そして何よ
り町と議会に期待持てる様頑張ります！

田中海太郎

① 60点
② やるべき事が出来ていない。まだま
だ議会の仕組みや行政の仕組みがわかっ
ていない。が、以前よりは、わかってきた。

③ 議会と住民の距離を縮めたい。大好き
なこの町が「子育てなら津和野。安心して年
を重ねられる津和野」といわれるようにしたい。

寺戸昌子

① 50点
② 「おかしいと思うことにおかしいと言おう！
問題は問題にしなきゃ！」と訴え、当選させて
いただき、まだ半ばだということで50点。

③ 残りの半分を残りの任期で、もっと
浸透させていき、問題なんだ！おかしい
んだ！と気付いてもらえるよう邁進したい。

横山元志

① 70点
② 信条の「動く」は必要なら町内、
県内、県外どこへでも積極的に聞
き取り調査に出向くこと。

③ 消滅可能性全国７４４自治体中、県
内４からの津和野町脱却。観光地津和
野の観光客、町民の食事場所の復活。

米澤　文
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ぞ
れ
が
上
手
く
機
能
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

―

最
後
に
、
こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」

を
読
ま
れ
て
の
ご
意
見
を
伺
い
た
い

で
す
。

　

議
会
だ
よ
り
と
い
い
ま
す
か
、

チ
ェ
ッ
ク
機
能
と
し
て
効
い
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
た
だ
、
自
分
が
そ
の
仕

事
を
し
て
い
れ
ば
「
痛
い
な
。」
と

思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

　

あ
と
、
そ
の
質
問
に
な
ん
の
意
味

が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
と
疑
問
を
持

つ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

結
構
、
町
民
の
か
た
は
読
ん
で
な

い
よ
う
で
読
ん
で
い
る
し
、
サ
ン
ネ
ッ

ト
の
放
送
も
見
て
な
い
よ
う
で
見
て

い
ま
す
。
言
わ
な
い
だ
け
で
、
こ
ち

ら
も
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す

よ
。

（
聞
き
手　

横
山　

元
志
）

革
な
ど
し
て
い
か
れ
ま
す
か
。

　

周
り
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
で

私
は
あ
ま
り
表
に
出
ず
に
、
粛
々
と

進
め
て
い
き
た
い
で
す
。

　

性
格
的
に
は
暴
走
す
る
人
の
ブ

レ
ー
キ
に
な
る
ほ
う
が
性
に
合
っ
て
い

る
ん
で
す
。
だ
か
ら
副
会
長
の
ほ
う

が
性
に
あ
っ
て
い
る
ん
で
す
。
会
長

に
な
っ
た
こ
と
は
自
分
が
一
番
び
っ
く

り
し
て
い
ま
す
よ
。

―

そ
う
と
は
言
え
、
私
は
適
任
だ

と
思
い
ま
し
た
よ
、
恐
ら
く
多
く
の

会
員
さ
ん
も
同
意
見
だ
と
思
い
ま

す
。
期
待
し
て
い
ま
す
よ
。

　

横
山
さ
ん
に
そ
う
言
わ
れ
る
と
、

怖
い
で
す
。

―

河
田
さ
ん
は
本
業
で
も
、
町
と
多

く
関
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
当

町
の
行
政
に
ご
意
見
あ
り
ま
す
か
。

　

そ
れ
は
僕
か
ら
は
言
え
ま
せ
ん
、

お
仕
事
を
頂
い
て
い
る
身
な
の
で
。

た
だ
、
僕
の
で
き
な
い
仕
事
の
ほ
う

が
大
変
だ
と
思
い
ま
す
、
予
算
つ
け

て
事
業
化
す
る
こ
と
も
だ
し
、
そ
れ

を
審
議
す
る
ほ
う
も
だ
し
、
そ
れ

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
「
つ
わ
の
議
会

だ
よ
り
」
の
ご
感
想
を
頂
く
「
読

者
モ
ニ
タ
ー
」
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　

今
回
は
津
和
野
商
工
会
、
合
併

以
来
初
の
会
長
交
代
と
な
り
会
長

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
河
田　

周
さ

ん
で
す
。

―

ま
ず
は
商
工
会
会
長
ご
就
任
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

前
会
長
は
何
年
勤
め
ら
れ
ま
し

た
か
。

　

前
会
長
の
椿
さ
ん
は
17
年
勤
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

日
原
町
商
工
会
と
津
和
野
町
商
工

会
が
合
併
し
た
時
か
ら
と
伺
っ
て
い

ま
す
。

　

合
併
当
時
の
会
員
さ
ん
達
っ
て
元

気
よ
か
っ
た
で
す
か
ら
、
か
な
り
紛

糾
し
た
総
代
会
に
な
り
ま
し
た
。

―

私
も
当
時
、
会
員
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
時
の
総
代
会

の
話
は
今
で
も
耳
に
し
ま
す
。
今

回
は
河
田
さ
ん
の
お
人
柄
も
あ
り
、

紛
糾
す
る
こ
と
も
な
く
、
難
な
く

決
ま
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
改

■
編
集
後
記

　

委
員
会
の
構
成
が
変
わ
り
、
広

報
広
聴
常
任
委
員
会
も
メ
ン
バ
ー

の
入
れ
替
わ
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
委
員
長
・
副
委
員
長

も
変
わ
り
ま
し
た
が
、
ど
ち
ら
も

一
期
目
の
議
員
で
務
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
津
和
野
の

歴
史
で
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と

あ
る
の
か
、
委
員
長
が
私
で
い
い

の
か
、
か
な
り
の
葛
藤
が
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
ん
な
私
で
も
推
し
て
い

た
だ
き
、
こ
れ
も
修
行
だ
と
引
き

受
け
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

や
る
か
ら
に
は
、
こ
の
紙
面
も

で
す
し
、
議
会
の
広
報
活
動
も
積

極
的
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
皆
様
の
ご
意

見
が
必
要
で
す
。

　

議
会
も
積
極
的
に
出
向
き
ま
す

の
で
、
町
民
の
皆
様
も
ど
ん
ど
ん

ご
意
見
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
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